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Hliしなが ら與へ られた物質をPfl1L機械的に趣小の粒子にまで齎 らすことは最近に





とが難かしいo又 或種の化學的元素乃至化合物に於ては概 して間接的な化學的若 し
くは電學的方法に依つて徴小粒子の歌態を極 く小量に得て居 りか くして得たる域績
物.IL就いて特異性の研究が爲されて艦つたのである。gym,しなが ら研究の範園を釜 々
撰張しのみならす應用の方面にまで進展 しや うとする今Hに 於て少 しで も簡w$fdYg
用の要せない手段に依つて而 も枳當多鼠に得んとする願はIW.:..である。
細粒歌態に置かれた物質は腺物質が全 く有 しないか若 しくは非常に僅に有する特
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(123) 石事5}イ ヒ δ匹(ノ 」、田 切 瑞壊蛭)
反應能力1zgd1して次の如 く逑べて居る。 「非常に微細に碎分された結晶性物質は常
温常壓に於て化學墾花を起 し得るに反 し同一物質が粗粒歌に仔する時は温度 も躍 力
も多少商 きを嬰する」 換言すれば 「粗状物質が與へられたる温齟 動 下で繚々に
起す可 き反應 も微細なる欣態にする時は同一鋒件に於て著しく早く進行するもので















碎分に關逑 して物質の化學は少 しも變 タることが3yha唯反應速度やその他此種
の ものに定{辻的墾化を導入するのであるひ其故碎分化學の新課題はゲル1ζ非ざる物
質を機械的乃至添加物の存在に於ける化學的に膠質 ミル中にて碎分を行ふか又は膠
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碎 分 イ匕 學(小 田切瑞徳) (129)
如何な.る方而に該蔀門が實際的贋値を有するかは一k枚擧するに逕が無いが例ぺ'
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Pte) 碎 分 化 學(小ut.切瑞堪)
最初.に金 屬.を機械 的に.出來 るだ け細粉歌に碾 きこな して置v・て この1もの に酸.とアル










彼の設に從へば無限に細か く碎分された績晶性つ物質ぱ碎分 と共に釜 聖垉大する.
自身の邏動に依つて再び結合するに至 ゆ最初除 々にしか進行 しなかつた聚合が次第
に速かにな り再び顯崇鏡 で見得る程度の結品 を生す るもので.あ.るD其故通常の不鉋
和の蒸氣と凝固温度 より充分高い温度に温められた液體の接髑に於て分子の熱邂動




用 した機械的摩擦法 を結品碎分に利用せんと提議Lた 。即先づ例へば璃瑙わ乳鉢に、
出來 るだけ細かく碎分された物質幾何かを取 り同様に碎分された ろ異物質の小部を
混合 しこの ものを再び礫分操作に掛けそれから又その一部に異物質の部分を加へて





酉ilsPil曲al4氏は この方法を.アニリンプラウ3Bの 績晶 に尿索 を焜合 すぺ き異
一(絹 介)一
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碎 分.化 學(小 田切瑞穂〕 σ31)
物質として實驗 したのに果して段 々と分散度.を増大せ る溶液 を得たのである。
を　
其後V.Weimaru氏の共同研究者な.るA・L・Stein氏はこの方法を種 々の元素










ン邏動を示す粒子の數が壇加 してそれに反 しで粗粒が減 じて居た。
Stein氏に依つて調成せられた分散液は一立巾に02グ ラムの濃度であった。完
歪に晩水した岐 ンゼンの中にNae13(はC㏄12のかNる溶液 を調成するな らば調成
中に凝固が起 るのであつた。このことはV・XVelmarn氏の斷定と協調 した。 即分
散媒が分散質なる物質 と實際上完全に無擱係に存するならば分散液はそれを製造す
る間にさへ も機械的刺戦に依つて凝固.を起すと云ふのである。然るにもし分散質を
分数劑飼へば芳香圏の表化水素で著 しく膨化 した護謨 を以て摩擦 して護謨質を溶か
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(13:) 碎.分 化 學(小 田切瑞瓲)
適當な無關係添加異物質としては彼は甚だ 過冷せる氷,純 粹固膃炭酸を指摘 し
た。殊に後者は操作後に至つて室温 に放置して容易に逃げ去 る故に便利であ多とし
の





ンヂゴ叉はウル トラ ミンの磨碎に依る分傲現象.金 の洗鑛 に於ける膠質金の生成を
示して居る。
わ
1914年にはGustavW(署clin氏が脆弱な物質 働へば溶融せ るヴアナヂ ン酸,硅
素,ア ンチモン,タ ングステ ン酸,チ タン酸。 モ リブデ ン酸等 は驪1乳 鉢 中に於て
單 に摩擦 するか叉 ば水 を少量加 へて膠 質斌態に變 化 さした。 この 際注 憇す 可きは ヅ
ア ナヂ ン酸,タ ングステ ン酸の如 き叉 は他の多 くの元素や化合 物 に於てアル カ リの
如 ぎ不純物が微「袒 とで も存在 するな らば膠質歌 態を來す に充分 な水化作∫ljを起 す も
のである。XVegelin氏依 つて得 られた膠貿 はDiDvelzofI'のBnryttie:e:第四百番 を
通過 した。反射光 に依つて混濁 し透過光 によつて は透明で ある。 カタフオ レシスに
依 つて負の帶電 を示 し鹽 化ナ トリウムに依つて沈澱 する。柔 靱 なる金 描例 へば跚
蒼鉛等 にてはWegdinは陰性 の斈吉果 を得 『こ居 る。ゼ レン,テ ルル,石 墨.硫 黄,弗
化 カルシウ ム,酸化銅,酸 化 コバル ト,温酸化鈿 酸化亜鉛 等 も又然 りで ある。
N'Oll.NYeiniar氏や彼の門下の人々が見掛」二無作用の添加物 と分 散媒 を以 て膠質
厭態 に到逹するに こと追究 した。然 し果 して添加物 及び分 散媒 が全 く無作 用であつ
たか1丈疑冏で あるo
.Gurwi書εch氏の方 法 として有機溶媒 を.シリケーFや 金 魘 と震 蕩 して膠 質}伏態 を致
す と云ふの もあるが之は吸着緩膜 を形成 する オルガ ノゾルや懸濁液 を非常 に薄 い濃
度 に於 て興へ る.に遏ぎないか ら深 く記載 するに及ば ぬであ らう。 こめ 現象は 彼が
一(紹 介)一
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葬 分 イヒ 辱聾('1、lAa71瑞老選)(工33)
'一へ 一一一一「'"一
「物理學的吸引 力」として槻 念附 けた もの であるが要す るに物質 を碎分 に依つて膠質
欺態 に改 した のではな く既 に存在せ る膠質粒干を有機 溶媒 に依 つて吸着的tz取入れ
たのであると解 され る。-
Ehedberg氏は¥ordlund氏が次銀 を水 と震 蘭 して水銀 のゾルを得 た と彼の著書
中に記載 して居 るが之 は多分 水銀 の放置せる.時生す る薄膜 を碎分 するが如 きsで
は無いか と思 はれ る。即震蕩せ る時 に壑氣存在 に依 つて水銀 の表面が酸化せ られ 水
酸化 水銀 を生 じこの物が解膠 を助 けて水銀 の膠質歌態 を得 しめる もので あら う。
v・Weimarn氏が機 讎 鯨 分 に關 して理論的根據 を與 へて後Flermn〕,,,Plnuson
氏は實驗的 に研究 を進 んで行つ た。
]9L1年に彼は今 まで機械 的碎分 に よつて 逹せ られ なか つた 分散度 を得ん爲の種
kの.繰.件に就 いて研究 に蓿手 した。 そ して彼は乾燥歌 に於て1:ugelmuhle,v。llerg
義nge,Pnrbenreirniihle等に依って0,DS-o.ailn.m.に到逹 し他 のjSTikの物質に就
いては小量の生r&i::,にて0・ot-a.0078m.m・r.し叉稀 には極 く.微量 て於 て0.0ユー
0.(iUO6tr.m.を克 得たの であ る。然 し{黒性 處理 にて は同一碎分裝 置 に佼つて 】5%'も
その分 散度 を高 め得た。但 しこの際水.分を.碎分せ らる.べき物質 を團子櫃 になす毬類
1.こ加 へるのであつ て共以上の水分は却 つて.皮績 を悪 くしたのでtfi'Jる。
IRurson氏は水3くは他の液體溶媒の比較的多量の 存在 に於て1司状物質 を特 に この
目的の爲 に防水を施 した £o}源9n珀h1θの巾で處理す ることを 研究 した。 そして回
轉部分 のw來 るだ け回轉 速度を高め ることが分散慶 を高 める基夲の條件であ ると決
論 した。岡圃の回摶速度が毎秒10米 の際;くは乾性磨碎機に罸 してその細さを鼠別
し得.なかつたが 毎秒.gQ米になると0・3μに逹 し毎秒30米 にて はOJμ 毎秒40
米 にては膠質粒子 を得 ると彼は報告 して艦 る。 その上添加 物質 として或物質は分 故
の促進 を示 したが他の或種 は却 つて延滯 を及ぼ すことを確 か めた。
この研究を基礎 として彼は所謂膠質 ミル を設計 した。
PLm50n氏が 初めて膠質 ミル を公 に した時 にはその能 力 と應 用の方面 に極度の期
一(紹 介)一
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まで膠質 ミルと.呼ばれて居た ものfiろ 分散 ミルと稱するのか適営である。何とな
ればその理由は一定の時聞内に機械力に依 り非ゲル質を膠質の程度まで分散せ しめ
る膠質 ミルは今日に至 るまで無いか らである。
Plaaaon氏は膠質 ミル製作に際して速度を高める事に考を向けそれに不當3z
を負は しめ且分散剤を.轣んでた。




朕態に變化せ しめる反應機であるJ然 し膠質 ミルのこの作用は最小回轉數一分間に
sooo_oooo回轉を是非とも必要とするのである。 さ4とて一定以上に回轉數を高
めることは決 して効果を高めるに有効ではないので.ある。
吾人は今膠質 ミルの個々に入つて論する前に例 を暴げてその作用を設明 して見や
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之 に依つて5μ 以.ドの粒子 が5%あ るに過ぎないの を見1る。
膠質 ミルの作ni;L他の例を以下の圖に就いて見 てみやう。第一・冏.第 二圖は二種
(R及びE)の 異る鉛丹に對する或靜置時聞の後の沈降容後の大さが碎分時閥に依
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Planson氏は1廖質 ミルに對 して凱の如 き考 へを基礎 と して居 る。即 一番單純 な碎
法 は物體 を或 商 さか ら落 し跳 ね歸 る際 に打碎か しめ るζとで あ る。反跳 の場合の遐
動 のエ ネルギ ーは尤論mve/2でmは 粒子の質量,Vは 粒 予の蓮度であ る。 即V
が堆加 すれ ばエ ネルギー も大 とな るD然 してv=tv'邸 であ る。今邏動のエネルギ
ーが落醴の圃性 に打勝 つに要す る仕事の量 に達 するときは破碎が起 る。 され ば質 量
一定 なる粒子 に就 いて 遐動 の エネルギ ーを この 程度 に増大せん1こ!.ま▼ を非常に大
な らしめれ ば可なる筈であ る。然 るにその速 慶 は室氣の抵抗 の爲に減 少す る。而 し
て粒子が 小になれぼな る程抵抗 はその表面積が腮積 に比 して大 となるか ら從つて大
となるので ある。
1'lauson氏以前 に存在す る乾 性法 とレてSclileti(lermUlilejCLitSclt1{唱kreuzm廿hie
な どが あるが遠 心機 の助 け を借 りて必要な る速度 に高 めて居 た譯で ある。
1'laiison氏のK:ugolmlihleの考察 に對 す る決論 は碎分 なる もの は單位時聞内に
於 ける力の効寧に存 すると云ふ ことで ある。 例 、ばKugd[浦!Jeが或 一定の粉孫
時閔の聞或一定 の撈 碑能 率1τ逑 するに要 した力の総和 を或短縮 した時間 内に被粉 礁
物質 に作用せ しφ ることが出來 るな らば粉 嚇 間に迸比 例 した力量が耶位時 間内に
営分 され る ことにな る。そ して その作月]は前軒 の場合に對 して全 く別箇の模樣 を呈
一(報 介)一
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碎 分 化 墨(小 由切鴫穗) <13ij
する。在來ゐ ミルに於てはかLる 力の利用法賦不可能であつた。何故ならば粒子が
か ㌧.る力の下を#Lkら うとする傾向があるか.らである。












子 を分 散せ しめる。OttAuspiteer氏
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(138〕 埣 分 化 廓(小 田切瑞脳)
や容器浸融 となつて消 耗され る。擾械的ニネ
ルギ ー清耗の卒高 き此等 の ミル の缺鮎 を眺 め






の動作 はM"hltmmme1の回轉 に依つC持 上
げ られ或 る高 さか ら激 し く落 下す る球鐙の覓
に按粉碎物質が け肺 され る仕掛 になり て居 る
ので ある。共放に この際の磨 碎力 は球 皚の高
度 と]rahltrn]nmoaの回轉連度球體の蓮量並
に數 に依 る譁で あるoこSt.C於て投射軌道 を







猷 良 い レ
a・ ヤ掌膈 打 撃 季
h.新 脇 嚀 管
c.裡L坑 出 φ
を測定 しなけALYY3Sらぬ。Iiugelmuhleをかや うに分 敬溶媒 を用txて邏 轉 する時 ば
液盛 な る分散媒 が打壓の重 量を不 充分にする爲 に漁定 に反 して不足を 俘 ふ の で あ
る。兩氏は こLに 至つ て濕性粉碎法に際 して打壓の 代 りに摩擦操作 を用ひん と考へ
た。 彼等はIiugeLniililaの回樽 速度 を小な くして球膿が 自由落下 をす る 代 りrc
1'rommelに滑 ふて摩擦 しつ 、走 る様 に し3cで あ る。 か くして機械的 エ ネルギ ー
の殆ん ど全部が 有効 に用ひ られ るや うになつた。3ζ碎分慶 も高 られ た。 この方法の
特徴 は氣發氈の燃塊 し易き又 は爆發性の溶媒iLiLR1する。LQI'slとRc]schtoLterの雨
氏 はこの方法 によつて エチルアル コール中に石墨 をo.npの粒子大 に又酸化 クロム
を輕 ベ ンゼ ン中に02μ の大 さ1こ分 散}るLと を得 た。上 の例is見る如 く之は特に
有機溶媒 に適 する ものであ る。且 この方法 は比較 的均 一・の分散 を口的 として成産喬
の小な る場 合に邁 當する。
一(紹 介)一
物 理 化 学 の 進 歩Vol、4No.3(1930)
■
碎 分'化 學(小 旧切瑞租◎ (1SO)
H曲1。,賜 提議は從一ばB・ ・gl・H・il・chtetter氏法1唹 て猷 ることの11徠なU、
Kugelmahleの回轄救は 「臨界回轉數」と對象をなずのである。




之 はF.T.E.Cliina氏に ょつ て樗 成 された もので ある。













o.黄'τ肉月弊 φ鬢 帰 停
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●
(140) 諄 分 化 學(小 田切璞穆)
(四.)分散和が粒 子相互 の摩擦 に依 つて猝分 する。



















































o搆.セ 餌5磨 滑 伴
b.蝿 提 僻 嘩入 壌置
ζ.嘘堡 變 轟 蘇 偖髢ご
する と:液體 が吸 引 されて外部 に投lj漉さ.$L:る。投rYU1され た物質 は抵抗翼に依つて
一(詔 介)一
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o
3(1930)






















この装置がPlnuson氏の ミル と雑 ζ異.る鮎 は力研 良費が數等祓す る鮎で ある。
Ph、05011氏及びP!II[160皿一Blocka
氏の膠質 ミnに 於て液{羅と打撃手の
速度の差が 小なる爲に打齲作 用 を鼓
動 作者 に對Lて 充分發 揮す ることが
出來ない ことは既に詮明せ'る如 くで
あ るが この嫉勁作者 と動作 奢 との速
度の差を大 にすればその 目的 を達 し
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持樋酬 伏の短aを 拔けて外部に磯てしまふ。持 霞形肌 とは噴出する液儂が室處にNf
た際IL何rの抵抗 も受けないや うな形であ りその爲に反對壓力を該 らナに流れかit




これをこの膠質 ミルの部類rc人れるのは不都合であるが膠質 ミルと類 戯の機櫞を
用ふるVii'でこ罰こ一寸述べて置 く。この機械は液體と分散すべ き物質の混合物 を非
"inな高鵬で以って衝風管又は類似の髪置より分散媒中に押1【.けのである。誠砠 をし
て非猾な速度で狄管中を流貫せ しめるにrz.高壓躑通常百氣壓以上を川ふ。衝風管の








V.Woimam氏は所謂 「分散剤」Ic'8'ct^て次の如 く逹 ぺて居 る6邯翼へられたる
物質に型 して無作用なる分散媒申に此分散酌無 くしては通常の膠質化學的凝集法又
は分散法に依 らす して該分散.質の相;aる 濃度の分散液は得 られぬと云 ふの で あ
る。然 も第三者物質を必すしも用ひ9分散媒の分子自身分が散剤の役を演すること
一(詔sr)一
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碎 分 化 串(小 田切瑞穂) (143)
が閏來 ると主張 して居 る。
解膠 に闘 して は人 々に よつてその見解 を異に して居 る。Th・Graham氏は膠質的
沈澱 を膠質状にする ことである と云 ひWo・Ostsvald氏は特磁の分 散法 によるゲル
の分 散に して凝 固に依 つて再 びその ゲル廾たに遶 し得 ると云 ひ ムigmoロdy氏は ヒ ド
ロゲルの ヒドロゾ〉レへ の變 化な りと云つて居 る。 又F・Ephraim氏はゲルが解膠
作 用 を受 け得 るの は粒子の徴細 なる分 配 状態が氈 にゲルの内部 に存在 する時に限 る
と云 ひLotterm。ser氏は解膠iこ封 して最高分散欺態 を假定 して居 る。Wo・Paull氏
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して膠質的階段を有せざるか或はWeim=Lm氏の所謂端數の如 朗 湘 な期unの存在
をXrするに過ぎたく吾人のriに認めることが幽來ぬのであ らう。
尤論上の五分類は嚴密に對立的存在 を意味するものでな く相互ぷ邏續的に叉は椙
入 り込んでFPr.るものであると云ふ～:とは理解に難 くないだ らう。以下その7=分類の
一つ一つに就いて詮明を加へて見る。
1.分 子分散溶液
分子分散溶液は過度の解膠 に依るとも云ひ得る。鹽,酸,鹽 基を水.ア ルコホー
ルグ リセ リン1.IIに溶かすな ら1.ま溶蝶 と溶質の間に結合物即水化質アルコラー ト,グ
リゼ リナート等が出來ると考へても當然であらう。溶媒は溶質の殻小粒刊 卩分子の
闇隙に激 しく入n込 んで行 く。かLる 瀞液f3光學的に可覗像を興へ'd。 何故なら
ぱこの際に於ける個k子 の大 さぱ1解 以下の微小なものであつて隈外顯微鏡の
範團にすらなV・のである。溶媒 と溶質の閥に如何なる結合物がNiて 居るかは未だ
充分に研究されて居らぬが錯 化合物に頚似 した績合物に相異ない と期待しても差支
へ:ivy。それ礎かイオンさへ溶媒 と結合 して居ると云ふ考 もある。例へば水溶液に
一(Ru介)一
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碎 分 化 學(小 日切瑞穂)(1'fJ)
於 て は.1aイオ ンは在 存せす して水化 撫 イオ ンの存在 を考へ る。
2.錯 化合物 生域
眞の溶 解事象 の次に來 る可 ぎは錯 化合物である。.吾 々が水酸 化鐵Fo(OII)3を
水 に溶解 しや うと試 みて も之 は無駄 な事 である。装 しア ンモ昌ウムチ トラー ト,カ
リウムチ トラー トを共 に加 へ るとその緒果透明の溶液 を得 る。之 はFe(OH)9と
アル カ リチ トラー トとに依 つて錯鹽 を生 じ其が溶媒 なる水 と結合 して含 チ トラー ト
水 酸化鐵錯鹽水 化物 とで も雲 つた もの を作 るo水 はFa(OH)aの分子 と結合 す るこ
とが鵬來 ないo其II生質が所謂剿 く性 で ある。チ トラー トが存 在 して初 めて溶解が 可
能にな るので ある。 この際 この チrラ ーrtifLvdc-1・angmnir・liurkins三氏 の詮
の意味 に於 ける叉は05七瓢rd氏 の所謂 周旋體 の役 を演 す るo例 へ ばアンモ.昌ウム
チ トラーrは 容 易に水 と水 化錐 鹽 を生 じ又一JiFq(olt)3とも錯 ア ンモ ンチ トラ肖
ト鐵 を生す る。
か くして最 後に1.LSる銑 鹽の構 邏式は次の如き もので あるo
し ∴ 〕(¥lh)a(lhO)s
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金 屬酸化物の域 る類 は 自身圃有の酸分解性 の鹽類 に依つ て鰐膠 され る。例へば稍酸
トリウムは硝酸 とTh(OH):tc分解 する。そ して 元の硝酸 トリウムより酸性の少な
る錯 鹽を生す る。 この錯 驩は解膠 され る可 きT}i(OlI)sと膠質 を作 る。1'"uli氏は
水酸 化 トリウムの膠 質 に次 の式 を與へ た。
キ ロ
〔x(ThO2→一nII,OJTIhO(0正1,NO=監・tr]io・OI-1〕}rO:
他の例 を擧げ るならばAsL,亀はH,Sと 錯 化食物II,As,,亀を作 りA鴫 の分
子 團の裘面 に附着 して膠質 粒子 を形 成する。 その形 は吹のや うで ある。
リ ナ
〔s'AssK'yAs=rS4HizAsS411〕・11
非電 解質 に して錯 笙i生成解膠 作 用を呈する ものの ある ことは疑 ふ餘地 も無い事貰で
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液を調r&tる場合と黐似であるo然 るに',`Rに於て も非 ゲル質 を技術的に用ひ得る
濃度にて溷膠液及び膠質液を與へるやうな解膠醐は殆んど無い。今 日まで普通に用
ひられて居た癬膠劑は酸.鹽 基.3ζは酸若 しくは騒基を分解 によつて生する物質に





分子的の化學反應を起 し生成物質の溶解若 しくば沈澱を與へ るかBαSO{のや うに
他の酸によつて も反應 しないかである。そして膠質 も瀉 撃液 も懸濁液 も得 られaの
である。
一(紹 介⊃一
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(ins) 石事 分 イヒ 學(小11砌 璃穏)







ビ・燐酸の甕類紘多 くの場合色々に書き變へられ る錯 鹽 に し てM6本 αgP2廴)7.
Mらロ.1.1,P聾07叉はNf3N畷匙0=}zの形の ものを作る傾向が ある6こ の性質の爲に
酸化物 硫化物 硅酸化物・その他の甕類 にして非ゲル質を解膠する性質を有する。






るo解膠剤 を餘 り多量に用ふるとヲβゲル質に於て膠質溶液 を]'f溷膠液の膠質現象
の發現 を見す レて碎分化璽の範囲に非ざる見搗上PilIC分子反應の如き複elfな現象が
起る。
堺膠する物質の量によつて被解膠物質の浮遊能が異 り3ζは分子反應 を起す例 を表
示するo表 申に與へ られた混合物の量のHaこて乾燥 脚 こて乳鉢の中にて短時聞摩擦
しごの焜合物の三瓦を三百立方糎のメスシリンダーにとり蒸溜水三百方立糎 を入れ
て數分間強 く震蕩 して後十六時間罅置する。Hf.る後上贋二百立方糎 をビペツ トに℃
取斟 し蒸發乾圃して秤量する.。か くして得た量をXと すればX羃'100!31ま浮遊物質
の百分率を與へる。
一(詔 介)一
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新 しく沈澱 した水駿化鐵即 ゲル質に於てJ3分子反應が起 り却つて解膠を見ない。
その他の例に於ては著しくiR遊7Cの増加 を見る。即ピロ燐酸曹逹が非ゲル質に對し
て解膠性をイfすると見るべきである。
分 子の大さとiP遊性の間の關係 は簡單なものでなHo眞 の膠質の大 さに遠せない
粒 子で も歌境に依つて:3大なる淨遊性 を有する し一方説に膠'r.子の分敬慶に存す
るものでもiPKet'ltの缺乏せ るものがある。 この事は繆質化の61;IX11:果なるものが多 くの
因子に轍 るものであることの裏1伽こなる。溷膠液にしか逹 しない場合には眞の膠質
歌態を條fl:付ける主因の若干に鋏 けて局るa
(一)溷膠液に於ては個 々の粒子が溶媒 と結合する能力に乏 しい。基本物質が非
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(150) 捧 分 化 渠(小 田切瑞穂)
の粒子の電荷に負ふのである。
(三)溷 膠液は不均一分散である。大に過ぎる粒子は分散に興らす液 底盟 を爲
す。
次ぎtcrt降曲線 の寫眞撮影を用 ふるGessner氏の装 置に依 つて完波 された
ユの
Wiegner・Gesgner兩氏 のSLcihllimmapl;aratに於ける實験 を示 すo験 試盟 は原 料その
まsの もの と9%の ビロ燐 酸曹達 に依つて解謬 された歌 態の もの とを 取 る 曲線 は











































層 畠「●臨Fr`τo鵡 肝 虚鳳 8悔μ轟
一(紹 介)一 一
物 理 化学 の 進 歩Vol、4No.3(1930)
碎 分 化 學(小 則切瑞穂) (lil)一
纂 ↑且啣
, h_





y r 尸 轟」 噂o
爾 曙 ・…5け ・山 ・・江.'}・眼
SO'.v..<:炉
恥咽
屮騨 「 雛 鰯
;㌘
















N甲四8戸 〃 僊 剛ψの`P'63■
邸鱒囓悼匹回』噸.醒。dAσ蝕
圖に於 て鑽軸Ex刻々々に於て未だ淨遊せる粒 子重書百分攀 を表 す。時 々に於 けζ
1R)177
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分散 に封 して.或一定の落下時rar,に相當す るr1を 計算 する。r時 間後 には7し
よn大 なる牛徑 の粒 子ぽ全部 沈灘 する。 そ して7Lよ り小,aる牛徑 の もの のみ未だ
浮遊 して居 る。 彦匸時に相當す る曲線上の鮎に 於て この曲齦に接線 を引 くと100曾
ム8/Aく)がaに 沈澱せ る7Lよ1大 なる粒子の 百分摩(重 量)を 與へ る。 同探に
100'BC/AOはL,時間 中に飢 に沈濃 した γ1より小/LJ}x子の.百分率,ユ00・(.}1)/AC
はa=r,と'f.,の間 にある もので は100'DI▽無)は'2露芋中に既に沈籔 したT,よ
り小なる粒 子の全 量,Boa'.1C'/AO及100'AEみ、0はli及a時 中に沈澱 し3Ct
粒 子の百分率で ある。
原 料 の まLの.飩hW巳r篩1塒
ー
解 脇 したS6展we陪P亀t
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A.M巳Leh氏は膠質液の生成 と安定 に對 して次の三要素を考へて居 る。
"熱 逕 動
一 く郡 介)一
一一■一鬮一一 一一卿亀藍 ▼一配 」一一 凾『.-凾}醫 一輔一2呂一 一_
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の 解膠せらる可き濃度。多 くの膠質溶液は實際上の問題に對最小濃度を示 し溷
一 〔紹 介)一
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砕 分 化 學(小 田切瑞躯) (]DJ)
膠液は遙かに大なる濃度を示す。
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